
1 

2020年 5 月 26日 

プラスチック資源循環戦略の具体化に向けて 

日本プラスチック工業連盟 

専務理事 岸村 小太郎 

 

国のプラスチック資源循環戦略（以下、国の戦略）の具体化について、以下のように

考えます。 

１．はじめに 

国の戦略は昨年 5月に策定され、約 1年が経過しました。日本プラスチック工業連盟

も、資源循環への取組を最重要課題として捉え、同じく昨年 5月に当連盟としての「プ

ラスチック資源循環戦略」を公表し、プラスチック最適利用社会実現に向けた取組を進

めているところです。 

しかし、今般の新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、我々を取り巻く状況は

大きく変化しています。例えば、自動車業界では工場の稼働を停止し、生産調整が続い

ております。自動車産業は裾野が広く、我々プラスチック産業を始めとして様々な産業

に影響が波及しています。このような状況のもと、国の戦略の「基本原則」にも「幅広

い資源循環関連産業の振興により、我が国経済の成長を実現していきます」と明記され

ているように、これからの議論が我が国の経済にとってプラスとなるものでなければな

りません。特に、今回のコロナ問題で大きく疲弊している中小企業等にとって、生産規

制や新たな負担を強いるものであってはならない、ということを前提に議論して頂くと

ともに、こうした前提を踏まえ、昨年までの議論の延長線上ではなく、「新たな日常」に

おける生活様式の変容を見据えた議論をお願いします。 

2. コロナ後の「新しい日常」とワンウェイ製品 

今回の新型ウィルス感染症対策で、不織布製のマスクや医療用ガウンといったプラス

チック製品が大量に使われていますが、これらはワンウェイとしての機能が必要な分野

です。また、プラスチック製ボトル入りの消毒液の需要も伸びています。現在、こうい

った製品の多くを海外からの輸入に頼っていたことの反省に立ち、生産の国内回帰の動

きも出て来ています。 

また、スーパーマーケット等では従来から食品の鮮度保持や安全・安心のためにラッ

プフィルムや透明容器が活用されていますが、ウィルス感染を防ぐためにパンや総菜を

ラップフィルムや透明ケースで個別包装して販売するケースが増えているほか（写真参

照）、在宅勤務のためのテイクアウトや宅配等でも個別包装の需要が伸びています。コロ

ナ後の「新しい日常」においても、このようなワンウェイ容器包装の需要は継続するも

のと思われます。 

すなわち、コロナ後の「新しい日常」に向け、ワンウェイ製品の機能や役割を再評価

すべきではないでしょうか。こうした評価を踏まえ、ワンウェイ製品を一律規制するの

ではなく、用途に応じた目標の設定や、使用後の回収・資源としての有効活用（後述）

とセットで考える必要があると考えます。 

 



2 

3. リユース・リサイクル可能なデザイン 

プラスチックには多様な用途があり、それぞれの用途に応じた製品のデザインがあり

ます。その用途に求められる機能を維持しながら、リユース・リサイクル可能なデザイ

ンにしていくために、自主的な設計指針や法制上の措置の検討が必要と考えます。 

また、リユース・リサイクルの促進のために、市民、行政、事業者など関係各主体の連

携による多様な回収ルールの構築が求められます。例えば、大阪方式のペットボトルの

回収や上田市での自治体と事業者が連携した拠点回収、さらには従来の事業者による店

頭回収など、様々な回収ルール作りを推奨すべきと考えます。 

 

4. 再生材の利用拡大 

一般的にリサイクル材が使用される一番の理由は、バージン材に比べて安価であるこ

とです。最近のように原油価格が下落し、バージン材の価格が下がると、リサイクル

材の値引き要求や、バージン材（特に海外品）への切替え（逆戻り）が進んでいま

す。リサイクル材の需要を伸ばすために、助成、制度等あらゆる手段でのインセンテ

ィブの検討が求められます。 

5.バイオマスプラスチックの普及 

国の戦略にも「可燃ごみ用指定袋などの燃やさざる得ないプラスチックについて

は、原則としてバイオマスプラスチックが使用されるよう、取組を進めます。」とあ

りますが、医療用ガウンや医療用マスク等の用途でもバイオマスプラスチックの使用

を進めるべきと考えます。 

バイオマスプラを普及させるには、国内でのバイオマス生産が必要。休耕地の活用

等による工業用農業の育成を図るべきと考えます。 

（以上） 

 

  

写真； 家庭用不織布マスク （材質はプラスチック） 

写真； 新型コロナウイルス感染拡大防止のために個包装されたパンや総菜 
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